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岸本ますみ・画岸本ますみ・画（越前市在住）（越前市在住）　　

この事業は、平成１０年より万葉集とゆかりのある福井県越前市で継続開催されています。この事業は、平成１０年より万葉集とゆかりのある福井県越前市で継続開催されています。
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■主催／万葉の里・恋のうた募集実行委員会　
■共催／越前市・越前市教育委員会・（公財）越前市文化振興・施設管理事業団
■後援／福井県・福井県短歌人連盟・NHK福井放送局・（一社）越前市観光協会
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アンケート
1. 今回は何回目の応募ですか？　　（　　　回目）
2. どこで募集を知りましたか？ （該当のものにチェック）

　 □短歌誌（　　　　）　　□新聞（　　　　新聞）　　□インターネット
　 □知人　　□公共施設（　　　　）　　□その他（　　　　　）

ご協力ありがとうございました。

第二十五回 万葉の里 短歌募集

あなたを想う恋のうた
■ 応募内容 「あなたを想う恋のうた」　　　■ 応募規定　短歌
■ 応募方法 応募用紙は、専用ハガキまたは郵便ハガキを使用（1枚につき一

首、黒ペン、縦書きのみ受付。）郵便ハガキの場合は、おもて面
に応募先のみ記入。うら面には右側に作品一首（漢字にふりが
な）、左側に氏名（ふりがな）、年齢、性別、郵便番号、住所、
職業を記入。ホームページでも応募受付可。団体応募は高校を
対象とした学校単位での応募のみ受付。団体で応募する場合は、
当ホームページより「団体応募用　まとめ応募用紙」をプリントアウ
トし、生徒氏名（ふりがな）、学校名（ふりがな）、学校住所、学
校電話番号を記入し学校単位でまとめて応募。

 本名での応募に限り、入賞者発表時もそれに準じる。
 次の場合、応募は無効となりますのでご注意ください。
 ①既に発表された作品　　②他人の作品　
 ③応募用紙にイラストやコメントなど必要事項以外の記入があるもの
 ④応募方法を守られていない作品
■ 出 品 料  無料　　　■ 応募資格制限　高校生以上
■ 賞  ○ 最優秀賞 1首 10万円

○ 優 秀 賞 3首 各3万円
○ 秀　　逸 10首 各1万円
○ 佳　　作 15首 各5千円
○ 入　　選 30首 各3千円 （QUOカード）
 ＊ 学 校 賞 （高校対象、学校単位で応募）
　 最優秀学校賞 1校 3万円 （図書カード）
　 優秀学校賞 1校 1万円 （図書カード）
　 学校奨励賞  3校 各5千円 （図書カード）

■ 締 切 日 令和5年10月31日 ㈫　当日消印有効

■ 応 募 先 〒915-0832　福井県越前市高瀬2−3−3 
 越前市文化センター内 恋のうた募集係
■ 審 査 員 松平 盟子氏

（歌人、与謝野晶子研究家、東京都在住、第23回角川短歌賞受賞、
第1回河野愛子賞受賞、歌誌「プチ★モンド」代表）

 香川 ヒサ氏
（歌人、大阪府在住、第34回角川短歌賞受賞、第3回河野愛子賞受賞、

第12回若山牧水賞受賞、「鱧と水仙」発行人、現代歌人協会会員）
 紺野 万里氏

（歌人、福井市在住、「未来」編集委員、99年Tanka Splendor Award入賞、 
第43回短歌研究新人賞受賞、第34回現代歌人集会賞受賞）

 松村 正直氏
（歌人、京都市在住、現代歌人集会理事、第9回日本歌人クラブ評論賞受賞、 

第1回佐藤佐太郎短歌賞受賞）
 加賀 要子氏

（歌人、福井市在住、北陸アララギ会「柊」会員、「新アララギ」同人、「平成独楽吟」審査員、 
福井市橘曙覧記念文学館運営協議会委員、読売新聞ふくい文芸選者）

 阪井 奈里子氏
（歌人、あわら市在住、北陸アララギ会「柊」編集員、「新アララギ」同人、日本歌人クラブ会員）

■ 発　　表 令和6年２月（入賞者への連絡をもって発表とします。問合せ不可）
■ 問 合 先 〒915-0832　福井県越前市高瀬2−3−3  

越前市文化センター内 恋のうた募集実行委員会 事務局 
TEL 0778-23-5057　FAX 0778-21-1975

■ Eメールアドレス 　info@manyounosato.com
■ ホームページアドレス
https://www.manyounosato.com
※入賞作品については、一切の権利を万葉の里・恋のうた 

募集実行委員会が有します。
※応募作品は返却しません。
※応募結果・選考に関して個別の問合せには応じかねます。
※いただいた個人情報は、当事業に関すること以外の目的で使用することはありません。

＊QRコードを読み
取るだけで携帯か
ら即応募できます
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アンケート
1. 今回は何回目の応募ですか？　　（　　　回目）
2. どこで募集を知りましたか？ （該当のものにチェック）

　 □短歌誌（　　　　）　　□新聞（　　　　新聞）　　□インターネット
　 □知人　　□公共施設（　　　　）　　□その他（　　　　　）

ご協力ありがとうございました。

■主催／万葉の里・恋のうた募集実行委員会
■共催／越前市・越前市教育委員会・（公財）越前市文化振興・施設管理事業団
■後援／福井県・福井県短歌人連盟・NHK福井放送局・（一社）越前市観光協会

◎短歌は必ず漢字に「ふりがな」を
つけてください。

◎1枚の用紙につき1首に限ります。
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